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は じめ に
小牧正眼寺 （愛知県小牧市大字三 ッ渕字雉子野二九）
には、1988年に国の重要文化財に指定された銅造の誕生
釈迦仏立像 （図 1）が所有 されている。通常は奈良国立
博物館 に寄 託 され てい るので、小牧 市内で は見 られない
が、昨年 （2008年） 5月所蔵地の小牧市歴史資料館に里
帰り公 開された。 そ こで、 この銅造 の誕生釈 迦仏立像 に
関して詳 し く見 る ことが で きたの で、い さ さかの考 察 を
加え なが ら本作 品につい てその特徴 と位置づ け を以 下の
よ う に ま と め る 。
1、正眼寺
2、誕生仏
3、日本の誕生仏の特質
4、正眼寺蔵銅造《誕生釈迦仏立像≫の特徴 と位置づけ
終わ りに
1、正眼寺
正眼寺 （図 2、 3）は、小牧市西方の大字三ッ渕地区
雉子 野 にある曹洞宗 の禅宗寺 院で ある。
元来は、現在の一宮市丹陽町 （旧中島郡下津村）にあ
った。応永 元年 （1394） にこの一宮市 丹陽 町に開 山 され
た。開基は後小松天皇で、開山は通幻寂霊 （1322－1391）
である。二世天鷹祖祐（1336－1413）は、応永 3年（1396）
に、後 小松 天皇の頼願 によ り開堂演法 結制 の盛 典 を挙 げ
た。 その ときの参衆僧 は、4000人 を越 えた といわれ てい
る。
また、 同応 永 3年 3月21日に後小松 天皇 か ら、唐本 大
般若経と黄金誕生仏等 を下賜 されて、天皇家の頼願寺 と
なった。当時の正眼寺伽藍規模は、仏殿・三門・香積院 ・
方丈・ 鐘 楼・ 浴室・ 回廊 をそ なえ た巨利 で あっ た （『張
州府 志』）。塔頭 も36坊 あ った とい われる。
また、応永 5年 （1398） 6月 9日付 の足利義 満の領 地
寄進朱印状に、「尾張国、春 日井郡字福寺村並丹羽郡伝
法寺村 岡北 島村 一 囲 と中 門前 の屋 敷 を寄進 した」 と記 さ
れてい る。
応永18年（1411）秋には、三世天先祖命が伊勢・八幡 ・
春日の 3社 と天満天神社 を取 り入れ て、神仏混合 と して
いる 。
桃山時代には、正眼寺住職が豊臣秀吉の母の葬儀の導
師を担 うな ど、秀吉 との 関係 を持 ってい た。江戸 時代 で
は、 正眼寺 は尾張領 国内 の宗 門寺 の統制 を行 っていた ほ
どの勢 力 を保 った。
やがて、正眼寺は元永 2年 （1689）に、東山天皇の勅
命で現在地に移転 した。その際も、尾張藩主徳川光友が
工事全 般 を指揮 していた。 その と きの寺領 が、18萬坪 と
も記 され て い る。
この ように、かつ て は大規模 な禅 宗寺 院であ った。 し
かも、天皇家 や足利 将軍 な どの後援 に よって開 山された
後も、時 の権 力者 たち との深 い関係 を維持 してい た こと
が記録 されてい る。
しか し、 明治 になって廃仏毀 釈 に よ り寺領 が減 り、 さ
らに第 2次世界大戟後の農地改革で寺田を失い、寺勢 を
そが れて現在 に至 ってい る。
『正眼寺文書 日録』（愛知学院大学付属図書館編）に、
正眼寺 所蔵文 書の調査 結果 が まとめ られ てい る。 その他
の文化財に伝豊臣秀吉寄進《大捏柴図≫、《無縫塔≫など
がある。
2、誕生仏
誕生 仏 は、 どの よ うな釈尊 の事蹟 を表 わ した ものであ
るのか を確 かめてみ る。
仏教 は、紀 元前五世 紀 ごろに、 イ ン ドで、釈 尊が さと
りを達 成 して ブ ッ ダ （覚 者 ） と な り、 そ の 教 え を人 々 に
説いた もの であ る。 その始 ま りの時 点で、 ブ ッダの教 え
に共感 した人 々が弟子 とな り、サ ークル を作 って教 団へ
と発展 した。 やが て、 仏教 は、 イ ン ド諸地方へ と伝播 し
て普及 拡大 してい き、 さ らに東 南 アジア に、 また 中央 ア
ジア を経 て、紀 元 前後 ごろに西域 か ら中国へ伝 来 して、
4世紀頃になって三国時代の朝鮮半島に伝来 した。朝鮮
半島か ら日本 に伝 わったの は、 6世紀 半ば の欽 明天皇 7
（538一 説 に552）年 とい う（『日本書紀』）。
この仏 教 開祖 、釈尊 とも称 され る釈 迦牟尼 は、紀元 前
463年 （624年・ 564年 の説 もあ る）頃 に、 中 イ ン ド北 部
ネパ ール隣接 地域の釈迦 族 の王子 と して生 まれた人物 と
考え られて いる。す なわ ち、釈 迦族 の王子 であ る釈迦 牟
49
尼：ゴー タマ・ シ ッダール タは、 父浄飯王 ：シュ ッ ドー
ダナ と母摩 耶 ：マーヤ ー夫 人の長 子で あった。
この釈尊の生涯における主要な事蹟を挙げた釈迦人相
（下天托胎・誕生・修学・出家・苦行・ 降魔成道・初転
法輪・ 捏柴） 中の 2番 目にあた り、釈迦 四大事 の最初 に
あたる事跡が 「誕生」 であ る。 この 「誕生」 は、「出胎」
と か 「降 誕 」 と呼 ば れ る こ と もあ る。
釈尊の誕生は 自象 になって下生 して、母摩耶夫人の
胎内に入って「下天托胎」 した後、母摩耶夫人がルンビ
ニ一因 で造 遥 中に出産 にお よび、 その時 、その母 の右腋
よ り生 まれ た とい わ れ る事 跡 を「出胎 」 い う。釈 尊 は、
生 まれ とす ぐに 7歩歩 み、そ の 7歩歩 んだ跡 に蓮の花 が
咲 いた とい われ る事跡 が 「七歩 蓮華 」 であ る○ そ こで、
釈尊 は、右手 を天 に向か って指 し挙 げて左手 を地面 を指
し示 して「天上天下、唯我独尊」 と発言 した事跡が 「師
子 呼L」 で あ る。 そ の 後 、 ブ ラ フマ ー （梵 天 ） と イ ン ドラ
（帝釈 天） に よる潅水 を受 けた 「潅水 」（ガ ンダー ラ説）、
或いは、釈尊の誕生を祝 して難陀 と優婆難陀の二龍王（人
間の姿 をしている）が産水 を注 い だ とい う「二龍潅水 」（イ
ン ド説 ）の事跡 があ る。つ ま り、釈 尊 の 「誕生」 は、「出
胎」、「七歩蓮華」、「師子呼L」、「潅水」或いは「二龍潅水」
の 4事 蹟か らな ってい る。
ところで、仏像 とは釈尊 の姿 を礼 拝対象 として象 る像
であ るが 、釈 迦 の没 後 しば ら くは偶 像が禁 止 されてい た
ので、 その造像 は、紀元後 1世紀 頃 になって、西北 イ ン
ドの ガ ンダー ラに始 まった。最初 は 釈 迦の生涯 を「釈
迦人相 図」 として、年代 順 に浮 彫で措 くな どモニ ュメ ン
タルな仏伝 図像 で あった。 その中の釈迦 の像 を単独 の立
体 に象 るよ うに なって、釈迦 仏像が成 立 した○
釈迦誕生仏 は、 4つの一連の事蹟の場面が形成 してい
る 「誕生」 を表 わす 部分が 、古代 イ ン ド遺跡 な どのモニ
ュ メ ン トの 中 か ら抜 き 出 され て 、造 像 され た で あ ろ うか 。
そ こで 、 古 代 イ ン ド遺 跡 等 の モ ニ ュ メ ン トに表 わ され た
それぞ れの事跡 が、 どんな表現 をしてい るか を見 る。
「出胎」では、摩耶夫人が木 に手 をかけて、その右脇
腹か ら胎 児 が生 まれる様子が 表現 されてい る（図 4）。「七
歩蓮 華」 は 7歩歩 んだ跡 として蓮 の花 が措 かれて いるの
で像 はない。「師子呼L」 は、両 手 を下 に降 ろ した もの か、
右 手 を胸前 の高 さに挙 げて施無畏 印の よ うな型 に して左
手 は下 ろ したポ ーズが 裸形 に表現 されて い る。 最後 に、
「潅水 」（図 5）は、水 をか けて もら うため に両 手 を下 ろ
したポーズ の釈 尊 を中央 に して、両側 に二天 （また は 2
人物 ：龍）が礼拝 して、虚空か ら水が降って くるが様子
が表現 されてい る。 この 「潅水 」の場面 で は、両 手 を下
ろしたポーズ の裸 形 の人物 で表現 され てい る○
浮 き彫 りや彫像 に造 られ た古代 イ ン ドや古代 中 国の遺
品の作 例 には、「 出胎 」 で は、摩 耶 夫 人 を主 体 に して、
その右脇腹から子供が生まれる様子の像である。「潅水」
の像 は、手 を下 げた成人裸形像 で ある。 また、「師子呼L」
の釈 迦像 は、浮 き彫 り遺 品の作例 に両手 を下 に降ろ した
ものか、右 手 を胸 の前 に挙 げて施 無畏印型 に左手 は下 ろ
したポ ーズの成 人裸形像 が見 られ る。
この ように古代 イ ン ドや古代 中国の遺 品 （図 6） の作
例には、 い わゆ る誕生仏 と して独 立 した像 とな り得 る姿
は 「師子 呼L」 と「潅水 」の 2つで ある。
さて、 日本 にある絵 画 の釈 迦人相 国 中の 「誕生 」部分
を見てみる。画面上「誕生」事跡部分には、釈尊の誕生
する場面 その ものであ る母 摩耶夫 人の大袖 の右腋 か ら生
まれ 出る ところ「出胎」 と、二龍 が上方 か ら産水 をかけ
るところ 「潅水 」 と、 その下 にい る童子 が右手 を上 げ左
手を下 ろす ところ 「師子 呼L」 と、 7個 の蓮 の花 「七歩 蓮
花」の 4つの絵画場面がある。（《釈迦人相図≫広島持光
I
寺蔵14世紀・ 静岡MOA美術館蔵13世紀・滋賀常楽寺蔵
14世 紀 な ど（図 7、 8、 9））
上記の《釈迦人相図≫にある「誕生」の絵画場面に出
て くる釈迦の姿は、①摩耶夫人の右脇腹か ら生れ出る「出
胎」 のポーズ の胎 児 の姿 と、② 「師子呼L」 の時 に右手 を
挙げて左 手 を下 ろ した ポ ーズ を した童子 の姿 だ けで あ
る。す な わち、 4つ の事跡 の うち像 に描写 されて いる事
跡 は 2つで あ る。 その うち「師子吼 」す る像 は、 その上
方 に 「潅水 」の事蹟 の 2天 （龍） を配置 して、「師子 呼L」
の姿 に「潅水 」の時 間が重 ね られて いる こ とが知 られ る。
こ こに見 る ように、 日本 の 「誕 生」 事蹟 の場 面 に は、
胎 児 と師子 呼Lポ ーズ の 2つ の釈尊 像 が ある。「誕 生」 の
一連 の 4事蹟 を形象化 した ものいず れ をも誕 生仏 とよび
得 る はず で あ るが、「出胎 」 と「師子呼L」 の時 のポ ーズ
を した像 の 2つ のみが 、「誕生 」場 面 に釈尊 の像 として
措 か れ る。 そ こで、「誕生 」 事蹟 を表 わす仏 像 として、
自立 し た像 容 もつ こ とが で き る と考 え られ る もの は、「師
子 吼」 の時の ポーズ を した像 しか ないであ ろ う。
この よ うに 日本 で は、「誕 生」 の 事 跡 に は「師 子 呼L」
事 蹟 のポーズ を とる釈 尊の姿 が描写 されて いる。す なわ
ち、誕 生仏 は 「師子呼L」 ポーズの釈 尊 を描写 して形 象化
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した もの で あ っ た 。
3、 日本の誕生仏の特徴
日本の誕生仏は、四月八 日の釈迦誕生会 （仏生会 ；釈
尊が う まれて その生誕 を祝 う儀 式）の本 尊 と して誕生釈
迦仏 （以下誕生仏 とい う）が造 られ る もので ある。 この
行事 は、イ ン ドや中 国で も行 われてい た ようで ある （註
1 ）。
本来、釈迦人相図中の「誕生」の場面の 4つ事蹟の内
のどれを誕生 と考 えるか、或 いは象 徴す るか とい うこ と
になる と、 母摩 耶夫 人 の右 脇腹 か ら生 まれ 出 る と きを、
それ に充当す るのが ま さに誕生 の瞬間 であ る と考 え るの
が一般 的であ ろ う。が、古 代の作例 には、 この誕 生の瞬
間を造形 した像は、東京国立博物館法隆寺館所蔵 されて
いる大袖 の袖 口か ら誕生 す る釈尊 を伴 う《摩耶夫 人像 と
天人 像 の群像 ≫（図16） が見 られ るだけ であ る。 この群
像は、実は釈迦の「誕生」場面を形成する群像であった
との考 え提 示 されて いる （註 2）。 この論 に従 う と、 こ
こに も現 存 しないが 「師子 呼L」 の像 が組 み合 わさって い
たよ う で あ る。
ところで、誕生 会 はまた花祭 りとい われてお り、潅仏
会・ 龍華 会 と も言 われ る。 誕生仏 は、 この花 祭 りの主役
であ る。 潅水盤 に、この誕生仏 がセ ッ トされ て、甘茶（水 ）
をか けて潅仏会 を祝 う。 しか し、 この儀式 で、実 際 に仏
像に水 をかけ る潅水 とい う行為 に、手 を挙 げ るポーズ と
いうの は 、 相 応 し くな い よ う に思 え る。 また 、 古 代 イ ン
ドやパ キ ス タ ンな どの 国々 の遺 品作例 で は、「潅仏 」 の
事跡の場 面で は両 手 を下 ろ したポーズの像 や レ リー フ像
が見 られる。 に もかか わ らず 「出胎 」後 の 「師子呼L」 ポ
ーズすなわち、「誕生」事蹟 を象徴す る釈尊像である誕
生仏で あったの は何 時 頃か らで あろ うか。
前述の東京国立博物館法隆寺館所蔵《摩耶夫人像 と天
人像の群像≫の最初の群像構想 に、「師子吼」像 を組み
合わせ 、「潅仏 」事跡 場 面 を この像 に兼 ね させ て いた と
の意見 か ら、すで に飛 鳥時代か らこのポーズ の像 だ けが 、
「 誕生」事跡場面中唯一の独立 した釈迦像であったと考
えられ る （註 3）。
仏 教伝 来 の初 期 の ころで あ る飛 鳥 時代 か ら、「誕 生 」
事績 を表 わす誕生 仏 はこの 「師子 吼」 ポーズ を した像 で
あった。 しか も、「師子 吼」 ポ ーズ で「潅水 」 を兼 ねて
いた のであ った。
で は、 この 日本 の誕生仏 像 は どの よ うな形態 に象 られ
て、 どの ような特徴 が あるか を見 てい く。
日本 の誕生仏像 は、右 手 を頭 の辺 りまで高 く挙 げて天
を指 し左 手 を垂 下 して地 上 を指す ポー ズ をしてい る像 で
ある。す なわ ち、 日本 で誕 生仏 とい う と、右 手 を挙 げて
天を指 し、左手 を下 ろ して地上 を指す 「天上天下 唯我独
尊」 と獅子 吼 した時の ポーズ を象 って表 わ され た像 を指
す。前 章 の絵 画作 品にお い て形象化 され た像 の ように、
時には右 手 を高 く挙 げず に胸 前辺 りまで しか上 げてい な
いもの もあ る し、 た まに、 左右 の 手が逆 の 時 もあ るが、
いずれ も師子吼 の事 蹟 を表現す る もので あ る。（MOA美
術館本）。
像 容 は、古代 中国や古代 イ ン ドの浮 き彫 り像 の ような
成人の プロポー シ ョンの裸体 像 では な く、 上半 身は裸体
であ るが 、下半 身に裳 を着 けて いる。両足 が ほぼ真 っ直
ぐに伸 びてい るこ とか ら、 身体 は直立姿勢 であ る。頭 に
は肉撃が あ り、 そ こに螺髪 が刻 まれ るな ど簡単 に表わ さ
れてい る もの も見 られ る。 サ イズは全般 に小 さ くて、特
に古 代 では像 高10セ ンチ前 後の ものが多 い。全体 の身体
のプ ロ ポ ー シ ョ ンは 、 童 子 形 を した もの が 多 くて 、 身 体
の肉付 け も童子 の 張 りのあ る 肉付 け をモ デ ル と して い
る。身体 は童子形 であ るに もか かわ らず、頭 には悟 りを
開いた後 の釈 尊 の姿 を象徴 す る肉繋 が造 られて、小 さい
にもかか わ らず釈尊 が象 られて いるので ある。
も う少 し詳 し く見 て い く。 まず 、 サ イ ズ に 関 して は 、
初期 の誕生 仏 は、掌 にの るサ イズであ る 8セ ンチ前 後 の
ものか ら10セ ンチ程 度の もが多 い。全般 に も大 きなサ イ
ズの ものは少 な く、天平 時代 制作 の東大寺蔵 の像 高47セ
ンチが大 きなサ イズ に入 る。室 町時代 以 降の作例 で、岐
阜東 円寺蔵 の像高87セ ンチの最大 の もの もあ る。 が、平
安時代 になって も小 さなサイズが多 い こ とか ら、初 期 に
は個 人 の邸 宅で祭 る誕生仏 が多 かった と考 え られてい る
（ 註 4）。
次 に、 唯一の着衣 で ある下半 身を覆 う裳 の長 さ と身体
プロポ ーシ ョンは相 関 していて、裳 が長 くな った天平 こ
ろの誕生仏 は身体 プ ロポー シ ョンが成人形 に なって きて
いる。初期 の ころの像 は、裳 が長 くて も成 人の身体 プ ロ
ポー シ ョ ン を取 らな い もの もあ る が 、 次 第 に 裳 の 長 さが
足首 まで と決 まって くる と、上半 身の裸体 も大人 の肉付
けに なって くる。 なお、 この身体 の肉付 けにお ける立体
感の表 出は、同時代 の他 の仏 像 の造 形 に準 じて いる。
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ところで、東京 国立博物館 東洋館 の コ レクシ ョンに《朝
鮮三 国時代 の誕 生仏像 ≫（図10） があ る。 これ は高 さが
10セ ンチ程 度の金銅仏 で ある。 これが、右手 を頭上 に挙
げて左 手 をお ろ して、両足 を少 し開いて真 っ直 ぐに立つ
ポーズで、上半身裸形で下半身に短い裳を着 けた姿であ
る。 しか も、 面 貌 は 、 目口 が は っ き り しな い の に 、 大 き
な鼻 が くっ き り と造 ら れ て い る。 つ ま り、 日本 の誕 生 仏
と同 じ姿形 を していて、 面貌 も鼻 の大 きい ことな どに共
通点 を持 つ。 しか し、 身体 の 肉付 け な ど像 の造形性 には
日本 の もの と異 なる。 法 隆寺 蔵 《百 済 観音 像 ≫（図11）
の側面観 ように、肉体 の厚みが な くス リムで薄 っぺ らな
身体が 、直線 的に立 ちあが り、頭 部 にな るにつ れて後方
に身体 が傾斜す る。 日本の像 の ように、下腹 を出 した り
する微 妙 な立体 感 の表 出 は見 られ ない。
中 国で は、 紀元前 後 に西域 か ら仏教 が伝 来 してか ら、
や や 遅 れ て 2世 紀 噴 か ら仏 像 を示巳る よ う に な っ た とい わ
れるが、当時の誕生仏遺品作例がない。一方、朝鮮半島
では、仏教が伝来 した 4世紀頃以降の三国時代造像の誕
生仏が残 ってい る。『日本書紀』 欽明天 皇 7（538） 年 に
「釈迦仏金銅像 1躯。幡蓋若干経論若干巻」、『元興寺伽
藍縁起井流紀資財帳』欽明天皇戊午 （538）年に「太子
像井潅仏之器一具及説仏書」 とある様に、 6世紀半ばに
百済聖明王か ら仏像・仏具・経典が伝来 された。その と
き伝 来 したの が、金銅釈 迦仏 の像 で あった。 どの ような
姿であったのかは明確ではないが、潅仏の道具が一緒に
請来 してい る ことか ら、潅仏 に関 わる釈 迦仏 であ った と
考 え られ る。 す なわ ち、「誕 生 」の事 跡場 面 を表現 した
釈迦 仏像 で あ ったで あろ う。 この記録 の 時で な くとも、
い わゆ る誕生 仏が、 その近 くの時期 に朝鮮半 島か ら日本
に請 来 さ れ た と考 え られ う る 。
この東京 国立博物館 東洋館 コレク シ ョン《朝鮮三 国時
代 の誕生仏像 ≫ は、 日本 に伝 わ った初期 の ころの誕 生仏
の姿 を偲 ばせ る もので あろ う。 日本 の誕生仏 は、朝鮮 三
国時代 の誕生仏像 の とかかわ りを持 っていた と考 え られ
る 。
この ように、 日本 の誕 生仏 は中国で な く、朝鮮 三国時
代 の誕 生仏 と近 しい形象 を持つ ことが、特 徴 の 1つで あ
る 。
4、正眼寺蔵銅造《誕生釈迦仏立像≫
の特徴 と位置づけ
正眼寺蔵銅造《誕生釈迦仏立像≫は、像高8．2センチで、
銅合 金で作 られ上 に金 メ ッキ を した小 金銅 仏で ある。像
容は、誕 生仏 の通例 の ように右 手 を挙 げて左手 を下 ろ し、
短い裳を着けて上半身裸形で、頭部が過大の童子形身体
プロポ ー シ ョンで、直立 姿勢 を してい る。
肩か ら上 に挙 げた右腕 （図12） は、 ひ じで屈 す るこ と
なく、 きれい な弧線 を措 いて伸 び上が り、丸 い棒 状 を し
てい る。 その先 の手 の平 を前 に向 けて、第 2・ 3指 を長
く伸 ば して、 第 4・ 5指 を屈 してい る。 また、 親指 は、
頭上 の 肉撃 の右端 に載せ てい る かの よ うに近づ けて い
る。 この手 の指 は丸 み を帯 びる ように造形 して、 1本 ず
つ象 っ て お り、 そ の た め か 手 は ち ょっ と大 き くな っ て い
る 。
一 方、 降ろ した左 手 は、 同 じ く切 り口が きれい な円 に
なる ような丸 い棒状 の腕 を して、肩 か ら下 に伸 びる。そ
の腕は、一旦、脇 を離れて身体 の左やや後方に向かって、
肘を曲 げてか ら、 再び体 に近づ き、手 の指 先 を裳 に軽 く
つけて いる （図 15）。
両腕 とも、 身体 に密着 す るこ とな く、 少 し離 して、腕
と頭や胴 との あいだ に空 間 を作 って いる。
頭部 は像 全体 の比例 か ら見 て大 き く、身長 の 4分 の 1
ほ どの長 さが ある。面 長 な顔 の面貌 （図12） は 中央 に
大 きな三角 の鼻 が、眉根 の辺 りか ら盛 り上 げ られ て、 形
象化 されて いる。そ こか ら続 く眉 は明瞭 には表 され てい
ない。杏 仁形 の大 きな 目は、 一旦 肉身 を盛 り上げ たあ と
に、上 険 と下 険の 間 を掘 って形象化 され てい る。上 下の
唇が 肉身 を盛 り上 げて象 られた 口は、少 し開 き気 味 に し
て、 さらに口唇の端 をやや 上げ て口元 に微 笑 を湛 え る表
情 ：ア ル カ イ ッ ク ス マ イ ル を造 形 して い る 。 ま た 、 口角
を 上 げ た と き に で き る頬 の膨 ら み も表 現 され て い る 。 ア
ル カイ ックスマ イル をみせ る口元 に、法 隆寺金 堂釈 迦 三
尊像 （図14）の口元の微笑が思い起こされ、飛鳥時代の
様相 が示 され てい る。
頭上 には半球型 の 肉雪 があ り、そ こに螺髪 を表 わす た
め に水 平垂 直 に交 差 す る格 子 が室 で 刻 まれて い る （図
12）。 耳 は 、 下 唇 の 下 の ラ イ ンか ら髪 際 線 よ り上 ま で も
あ るほ ど長 くて大 きくて、髪 がその部 分 を避 けて造形 さ
れ てい る。 また、耳 は、頭部 に密着 してい て、横 か ら見
た ときだ けわか る ように表現 され てい るので、正面観 に
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こだ わってい ない ことが わか る （図13）。
後頭部 に は、元 来光背 を差 し込 んで あった と思 われ る
大型 の柄 （図13） が、身体 部分 と同鋳 してあ る。光 背用
の柄 は、水 をか ける時 に光背 が邪魔 に なった ら しく、同
鋳で は次第 に作 られな くなるので、 この像 は誕生仏 のな
かで も古 株 な姿 をと どめて いる ことが わか る。
上半 身は、胸 の くびれや胴 の くびれ とい った人体 を写
実 的 に造形 す るこ とには程 遠い楕 円柱状 に真 っ直 ぐに伸
びた形態 が造形 されて いる。が、胴腋 にかすか に くびれ
が み られ る ことや、胴 部 と腕 が離 されて その間 に狭 い空
間を造 ってい るところ●に飛 鳥時代 も進 ん だ時期 の造形 性
が見 られ る。 また、背面 に も背筋 に沿 って窪み を作 って、
抑揚 をつ けて肉体 を表 そ うと した様子 が見 られ るこ とも
同様 な造形性 であ る。
体部 を側面 か ら見 る と、下腹 を少 し前 に突 き出す よ う
な格好 にな っていて、上体 が後 ろに傾斜 してお り、法隆
寺金堂《釈迦三尊像≫（図14）の脇侍菩薩像の側面観 を
かすか に思 わせ る姿 であ る。
ところで、 この滑 らか な上 半身 に、唐 突 に胸 に刻 まれ
た乳 を表す刻線 は、 同像 の他 の部分 に刻 まれ た線 の質 と
異 なる。
下半 身 につ ける裳 は、短 い といって も、上半 身 と同等
の長 さが あ る。 かえ って、 その裾 か ら下 に見 える直立 し
た 2本 の足 の長 さの 方が、 裳 の長 さの半 分以 下 と短 い。
裳 は、身体 に沿 ってやや 開 き気 味 にな りなが ら、直線 的
に下 が っている。裳 の上線 の腰紐 は、 正面 中央 で結 び 目
を輪 に作 って表 している。そ こか ら、紐 の端 が正面 向 き
に垂 れ下 が る。腰紐 は、 サ ッシュの よ うに幅 を持 ってい
て、そ の上 に斜 め格 子 の文様が刻 まれ てい る （図15）。
裳の襲は、左右対称を基本に、規則的にたたみ、直線
的に表 わされ る。大振 りな襲 の重 な りを表 す線 の緑 に沿
って、斜 め格 子紋が刻 まれてい る。裳 据 の襲 端 は、大 き
く曲線 を左 右 対称 に繰 り返 して、図 式的 に表 わ され る。
その上 、厚 く盛 り上が って いて、い っそ う図式性 を強調
している。 と同時 に、裳 の重 さを も表現 して いる。そ の
裳裾端 には、 さ らに、細 か な斜 め文様 を刻 み入 れて、入
念に意 匠化 している。
この裳裾 の襲 の大 振 りな曲線 は、像 にゆった りとした
動勢 を生 み出 してい る。
この裳 の下か らは、棒 の ように真 っ直 ぐに伸 びた丸 い
脛が、 2本見 えて、蓮 肉の上 に両足 を少 し開いて立 って
いる。その足先 には指 が、室 で刻 ん である。
以上 の ような、特徴 を持 った誕 生仏 であ る。
この誕生仏の制作方法は、大変丁寧である。像は蝋型
鋳造 で、小 型で あるので一気 に銅 を流 し込んで、蓮 肉含
む全容 を一鋳 で形成 され てい る。 γ線 写真 か らそ の内部
全体 には銅合 金 だ けが しっか り詰 ま ったム クの状 態 で、
髭もな く均一 な鋳 造 に仕上 が っ てい る （註 5）。 表面全
体を上 か ら金 を焼 き付 けて鍍金 して いるが、 これ もず い
ぶん と上手 な技 巧 であ る。 さ らに全 体 的 に室 （たが ね）
を多 用 して とて も丹 念 に仕 上 げ られて いる ことは、す で
に記 述 した とお りで あ る。
さて、 この正眼寺蔵銅造《誕生釈迦仏立像≫（以下本
像 と記 す）が、 どの ような作 品に近似性 を見 出すか を見
て い きた い 。
まず は、銅 造 鍍金 の金銅 誕 生仏 で、像 高8．2セ ンチ と
い うの は、 6－7世紀 の現 存 日本 製誕 生仏20体 中で は、
最小 像 が7．8セ ンチ な ので、 一番 で は ない が小 さい ほ う
で あ る （註 6）。最 大 の像 で も17．9セ ンチ な ので、 全 般
に小 さい こ とがわか る。10セ ンチ未満 と以上 の像数 の比
率は2対 3で、それ程差異はない。同時期制作の誕生仏
は、朝鮮 半 島製 の像 を含 め て も41体 あ り、極端 に小 さい
3．3セ ンチ の 像 を 除 い て も、 や は り、 そ の 中 で も小 さ い
ほ うで ある。 この41体 の10セ ンチ未満 と以上の像 数の比
率 も 2対 3であ り、ほぼ同 じ比 率で残 ってい る。本像 は、
全般 に小 さい誕生仏 中 にあって、 やや小 さいほ うに位 置
す る もの で あ る 。
次 に、面貌 に見 られる特徴 的 な口唇 の端 をやや上 げて
口元 に微 笑 を湛 え る表情 ：アル カイ ックスマ イル は、飛
鳥時代の仏像が持つ汎用的な特性である。そこで、本像
は、飛鳥 時代 の制作 と考 え られ る。
さらに、衣 の襲 （図15）の畳 み方 を注 目 したい。襲 が、
基本 を左右対称にして、規則的に畳み、直線的に表され
る ところ は、 自然 な描 写で はな く、窓 意的 な図形 を作 る
よう意 図が見 られ る。 さらに、裳裾 の曲線 の構 成 もまっ
た く同 じ感覚 であ り、繰 り返 し波打つ裳 裾の様 子 を、左
右対 称 に上方か ら下方 に次第 に大 き くなって いる円弧 曲
線に よ り措 き、 きれい な図式 を構 築 している。 この裳襲
の構成法は、法隆寺金堂《釈迦三尊像≫中尊の掛裳のそ
れに近似 してい る。 図式 的な裳襲 の構 成法 は、法隆寺 金
堂《釈迦三尊像≫の作者止利仏師に代表される止利派の
特性である。誕生仏中には、止利派式の図式的な裳襲を
構成 す る もの と、 そ うで ない ものが見 られ る。 本像 は、
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止利 派 の グ ルー プ に制作 した仏 像 群 に属 す る もの で あ
る。
また、裳 の形 には やや 開 き気味 にな りなが らも身体
に沿 って直線 的 に下 が っている もののほか に、裾 に向か
って大 きく広 が った形や、 その まま広 が らないです とん
と降 りてい る形が あ る。本像 と同形 の裳 は、襲の畳 み方
も図式 的なが らも曲線 を使 い柔 らか味が あ る。据 に向か
って大 き く広が った形 の襲 は、尖 った先端 を持つ シャー
プさを主張す る図式的 な構 成で あ る。 また、広 が らない
でそ の まます とん と降 りてい る形 の襲 は、直線 的な装 の
重な りを単調 に まとめた謹直 な図式 的な構 成 であ る。 こ
のように、裳 の形 と襲 の構成 の仕方 の組 み合 わせ は、 共
通した感覚 を作 り出 してい る。
法隆寺金堂《釈迦三尊像≫中尊の掛裳 もやや開 き気味
に な りなが らも台座 に沿 って直線 的 に下が ってい る形 で
あ り、 この点 で も本像 と近 い関係 が見 られる。
では、止利派 のグ ループ に属す る仏像 の中で の本 像 の
位置づ け は どの ように考 えた らいいで あろ うか。
飛鳥時代の小金銅仏で、これと共通する裳装の構成の
仕方は、法隆寺蔵《成子年（628年）銘釈迦如来文殊菩薩像≫
（図17）中尊の掛裳や東京国立博物館法隆寺館蔵《献納
宝物149号如来立像≫（図18）裳裾の構成に見 られる（註 7）。
同 じ構成 を して いて も、本像 は、襲 の縁 に斜 線模様 を刻
んだ り、厚 みや丸 み を持 たせた りと入念 であ る。 図式性
を強調す る裳裾 の厚 い盛 り上が りが、裳 の重 さを も表現
して いる。 しか も、図式 的 な硬 さ を和 らげて いる この裳
裾の大振 りな曲線 と襲 の縦の直線 とが、 柔 らか さと鋭 さ
の絶妙 か 、－モニー を作 ると同時 に、像 にゆった りとし
た動勢 を も生 み出 してい る。 つ ま り、 同 じ止利 派式 の図
式 的な裳襲 を構 成す る像 中で も、本像 は特 に きれ いな図
式 的構 成 を した像 であ る。裳 裾 を縁取 る像 はほか に もあ
るが、縁取 った上 に厚 くす る像 は殆 どない。
さ らに、肉体部 の丸味 のあ る立体 表現 は、法 隆寺 金堂
《釈 迦 三尊像 ≫ よ り、 本像 の ほ うが 一歩進 んでい る。腕
や胴部 の丸味 は、やや幾何 学 的な形態 を した丸 味で はあ
るが、本像の腕や胴部の作る空間性が、飛鳥時代 もかな
り進 んだ時期 の造形性 を思 わせ る。 また、かす か な月同部
の くびれや背 筋 の くぼみ も、法 隆寺 金堂 《釈迦 三尊 像≫
な どには見 られ ない造形性 であ る。 上半 身の裸形 を表 す
同時期 の誕生仏 には、共通 した造形性 で もあ るが、 その
中で もきれい な幾何 学的形 態 を してい る。
そ こで、本像 の制作期 は、比較 した止利 派の像 よ り遅
れて、飛 鳥時代 の終 わ りごろ 7世紀 中頃 と推察 され る。
っいでなが ら、本像が持つ後頭部の光背用柄は、飛鳥
時代 の誕生仏 に は どの像 に もあ り、古様 な誕生 仏 の特徴
である （註 8）。
最後に、朝鮮半島製の誕生仏である東京国立博物館東
洋館 コ レク シ ョン《朝 鮮 三国 時代 の誕生 仏像 ≫（以 下三
国像 と記す ） と比較 してみたい。
まず、 身体 の 肉付 けにおいて、 三国像 は、 まっす ぐに
立ち上が るス リムで薄 い肉体が、 後方 に倒 れ る ように傾
くだ けで、本像 の ように下腹 を出 した り、背筋 を窪 ませ
たりす る微 妙 な立体感 の表 出を もつ三 次元的 な丸味が見
られ ない。つ ぎに、 裳 の形態 と裳 襲 の構成 におい て は、
三国像 は、裳 が裾 に向か って大 き く広 が った形 を してい
て、襲 は直線 的 に裾広 が りに畳 まれ、裳裾 も直線 的に屈
折す るだ けで、尖 った先端 を持つ シ ャー プな図式 的な構
成で、本像 の よ うに、 曲線 が加 わる こ とでで きる柔 らか
さ と鋭 さの絶妙 か 、－モ ニーや ゆった りとした動勢 はな
い。柔 らかみ のあ る本像 に比 して、三 国像 は硬 さと鋭 さ
が前面 に出 る造 形で ある。こ の ように、本像 と三国像 に
は大 きな造形 的な違 いがみ られた。
この三国像 との比較 か ら、本像 には朝鮮半 島的 な造 形
性が み られ ない こ とが確 か め られ た。それ は、本像 が 日
本 で制作 された こ とを物語 るので あろ う。
終わ りに
前章で位置づけたように、正眼寺蔵銅造《誕生釈迦仏
立像≫ は、誕生仏 の なかで も、 短い裳 をつ けて、後頭 部
に光背 用柄 を同鋳 す る古 株 な姿 をと どめた像 であ る。 そ
こで、現存最古 の制作 時期 グルー プに入 る ものの 1つで
ある （最 古 の もの と言 わ れ るこ と もあ る）。 制作 期 は飛
鳥時代 の終 わ りごろ 7世紀 中頃 と推 察 される。
本像は、法隆寺金堂《釈迦三尊像≫ と同じ止利仏師系
の仏像群にふ くまれる。が、法隆寺金堂《釈迦三尊像≫
の ように大 きな像 で はな く、 日本 に現存 す る誕 生仏の 中
で も、 掌 にの る ほ どの小 ささの像 高 の低 い部類 に入 る。
にもかかわ らず、表面の鍍金の保存が完好で金色 に輝 く
うえに、像容 も整 っていて、室 を多用 して丹念 に仕上 げ
て いる精微 な細 工 もみ られ て、誕生仏 中 の優 品で ある。
本像 は、裳の表現に於いて、特に優れた造形性を示 し
てい る。す なわ ち、入念 に襲 の緑 に斜 線模様 を刻 んだ う
えに、裳裾 に厚 みや丸み を持たせ てい る。その 図式性 を
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強調す る厚い盛 り上が りが、 同時 に、裳 の重 さを も表現
して いる。 しか も、裳裾 の大振 りな曲線 は図式 的 な硬 さ
を和 らげて もい る。 この裳裾 の大振 りな 曲線 と襲 の縦 の
直線 とが、柔 らか さ と鋭 さの絶 妙 か 、－モ ニー を作 って
いる。 この裳裾 に厚 みや丸 み を持 たせ てい る大振 りな曲
線は、単 なる着衣 の意味 を越 えて、 ゆ った りと した動 勢
を生 み 出 してい る。 この ような像 に動勢 を作 り出す 造形
性は、同時期 の他 の誕 生仏 には見 られ ない優 れた もので、
この像 の大 きな特 質で ある。
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